





























































マレ一系 中国系 インド系 その他 計
1970 人 4，685，838 3，122，350 932，629 69，531 8，810，348 
センサス 構成比(%) 53.2 35.4 10.6 0.8 100.0 
1980構成比(%) 53.9 34.9 10.5 0.7 100.0 
人 6，810 (千人) 4，078 (千人) 1. 240 (千人) 70 (千人) 12，198 (千人)
1983 
構成比(%) 55.8 33.4 10.2 0.6 100.。







カグサン系 184，512 28.2 
パジャウ族 77，271 11. 8 
土石系 i、 ノレ ト族 31. 299 4.8 
その他の土若系 125.631 19.2 
計 418，713 64.0 
中国系 139，509 21. 4 
インドネシア系 39，529 6.1 


























民 方長 人 口 構成比(%)
タヤック族 386，260 39.6 
土着系
メラナウ族 53，234 5.5 
その他の土着系 49，960 5.1 
5十 489，454 50.2 
中国系 294，020 30.1 
マレ一系 182，709 18. 7 
その他 9， 735 1.0 

























































出身 地 別 人 口 % 
?国 建 人 1，068，803 34.2 
客 ~一Z一・ 人 690，821 2. 1 
広 東 人 617，588 19.8 
潮 リ十| 人 387.048 12.4 
海 南 人 145.758 4.7 
江 西 人 77.577 2.5 
f高 リ十| 人 57.577 1.8 
興 化 人 16.924 0.5 
?肩 清 人 9.039 0.3 
そ の 他 51.697 1.7 
計 3.122.350 100.0 














出身地別 人 口 % 
インド・タミール人 654，256 80.9 
マラヤラーム人 41， 974 4.5 
その他のインド人 35， 796 3.8 
パキスタン人 宅イロン人 100，603 10.8 
計 932，629 100.0 

















































オーストロネ シ ア 語 族 話者数 マレーシ比ア率総人(%口に
占める ) 
ダヤック諸語 (Dayak) 386，260人 3. 7% 
カダザン諸語(Kadazans ) 184，512人 1.8% 























































オーストロネシア 語 族 話 者 数 サラワク比什率|の人(9口4に占める ) 
マレ一語(Ma1ay ) 182.709 
イパン諸語(Iban ) 302.984 
ピダヤー諸語(Bidayah ) 83.276 
メラナウ諸語(Me1anau) 53.234 
その他の土着諸語① 49.960 
中国諸語(Chinese ) 294.020 









ムルト語(Murut ) 5.214 
ピサヤ一語(Bisayah ) 2. 803 







00 カジャン諸語にはケジャマン語(Kajarnan ).セカパン語(Sekapan ) 
ラハナム語(Lahanarn ).それにプナン語(Punan )を含む。
少数話者の言語に次の諸語がある。(話者数は推定概数)。
パヶタン語(Baketan ) 200 
シアン語(Sian ) 100 
ウキト語(Ukit ) 50 
ベ ナ ン (Penan )①②① 5.000 
①①② 移動狩猟の民ベナン族の言語。
出所:Asrnah Haji Ornar 1979. P. 6 
( Sarawak Annua1 Statistica1 Bulletin. 1972による)
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2. ケンタクボング語(Kentakbong ) 
3. ジェハイ語(Jehai ) 
4. メンドリク語 (Mendriq)
5. パテグデク語(Bateg Deq ) 
6. ミンテイル語(Mintil ) 
7.パテグ ノング語
8. チェウォング語 (Che'Wong) 
B. 中央アスリ諸語
1.セムナム語 (Semnan)
2. サブム語(Sabum ) 
3. ラノーイール (LanohYir) 
4. ラノーシェングジエング(Lanoh Jengjeng ) 
5. テミアール語 (Temiar)
6. 第一セマイ語(SemaiI ) 
7. 第二セマイ語 (Semain ) 
8. ヤー フット三百 (YahHut) 
C. 南方アスリ諸語
1.マーメリ語 (MahMeri) 
2. セマクベリ語(Semaq Beri ) 
3. セメライ語(Semelai.) 
4. テモク語 (Temoq)





































































































































































































































































































マレv ー舌口五口 300 
英 号ロ五口 300 
生徒自身の言語 120 
出所:Rogers 1982， p. 64 (Education 
Act 1961， Courses of Studies 1967) 
第十一表
国民型小学校の言語教育課程
1---2年 3 年 4 年
華語/タミール語 420 420 400 
ーマ レ 三日五日 180 180 200 





























第 1--第 3学年 第 4、第5学年
ーτ仁:;・ 三口五口 週間授業分数 週間授業分数
マレ一三ロ五口 240 200 
英 号口五口 240 200 
生徒自身の言語 120 120 
出所:Rogers. 1982， p. 65 ( P'YIψぉionalCircular No. 7/72， Schools Division， 



























ンス語， ドイツ語， 日本語， タイ語，オランダ語， ロシア語， タガログ語，
それにスペイン語が履習できるようになっている。












① 工科大学(Universiti Teknologi Malaysia ) 
これも1972年新設の大学である。大学の全授業はマレ一語で行なわれてい
る。英語は 1年聞が必修となっている。




























































'The Brunei Darussalam State'日本語で「フ
ルネイ国家，平和の住む所」の意)は1983年12月31日まで英国自治領であっ


















マレ一人 その他原住民 華 人 インド人 その他 l口h 計
1921年 センサス 13，641 10，302 1， 423 38 47 25，451 
1931年 センサス 14，835 11.911 2，683 377 329 30，135 
1947年 センサス 16，742 14，419 8，300 452 742 40，657 
1960年8月センサス 45，135 14，068 21， 795 2，879 83，877 
1971年8月センサス 89，268 8，552 31. 925 4，349 136，256 
1981年8月センサス 125，717 15，175 39，461 5，919 6，550 192，832 
1982年年央推計 130，089 16，084 40，784 13，433 200，390 
1983年年央推計 . '" .， . . 
(注) 1) 1971年以降「マレ一人」は， rその他原住民」中の Dusun，Murut， Kedayan， 
Bisayahを含むようになった。
2) 60年の「その他原住民」の多くは「マレ一人」に含められている疑いがある。











Hasaanal Bolkiah国王，国防相は前サルタン，現国王の父の AliSaifuddein， 
外相は国王の次弟の MohammedBolkiah，文化・青年・スポーツ相は国王の
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